
 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 度 
施政方針に対する各会派代表質問 
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令和８年第２回定例会 

茨 木 市 議 会                 

 



代 表 質 問 者 一 覧 表 

 

順 番 会 派 名 氏 名 

１  一 歩 の 会 米  川  勝  利  

２  公 明 党 大  村  卓  司  

３  大 阪 維 新 の 会 川  口  元  気  

４  いばらき未来の会 西  本  睦  子  

５  自 由 民 主 党 ・ 絆 塚      理  

 



質問順番 １ 会派名 一 歩 の 会 氏 名 米 川 勝 利 

１．施政方針前文について 

 (1) １０年前のイメージと現在地について 

 (2) 財政運営と優先順位について 

 (3) 基礎自治体の使命について 

 (4) 交流人口と関係人口について 

   ・交流、関係、定住人口の捉え方と活動人口との関連性について 

   ・関係人口増の取組の成果と考え方について 

２．「人と自然が共生する持続可能なまち」について 

 (1) 中心市街地のまちづくりについて 

   ・ひと中心のまちなかについて 

 (2) 両駅前再整備について 

 (3) 中央通り側道再編について 

   ・道路空間再編に向けたロードマップについて 

 (4) 魅力ある景観形成について 

   ・取組の意義や価値について 

 (5) 道路整備の推進について 

   ・都市計画道路の未整備区間について 

 (6) 公園の魅力向上について 

   ・公園に関わる主体について 

 (7) 中央ポンプ場について 

   ・再整備のスケジュールについて 

   ・中条市民プールのスケジュールについて 

 (8) ごみ処理施設について 

３．「次代の茨木を担う人を育むまち」について 

 (1) 待機児童・保育・学童保育について 

   ・待機児童ゼロに向けた民間保育施設との連携について 

   ・保育士人材確保に向けた取組について 

   ・求める人材について 

   ・配慮を要する児童への対応と学童保育指導員のキャリア形成について 



 (2) 次世代育成支援について 

   ・茨木版ネウボラの展望について 

   ・子ども・若者自立支援センターが果たす役割について 

   ・相談支援専門員の人員体制について 

 (3) 学校教育について 

   ・外部講師の積極登用について 

   ・学校全体での支援教育の充実について 

   ・給食体験の意義と展望について 

   ・部活動の在り方について 

 (4) 学校施設の整備について 

   ・酷暑における教室の遮熱対策について 

 (5) 青少年健全育成について 

   ・放課後子ども教室の在り方について 

   ・公共施設を利用した青少年の体験活動等の充実について 

４．「ともに支え合い・健やかに暮らせるまち」について 

 (1) 物価高騰対策について 

   ・本市の物価高騰対策の実施判断基準について 

   ・支援の対象と方向性について 

 (2) 誘致病院について 

 (3) 街かどデイハウスとコミュニティデイハウスの方向性について 

 (4) 一人暮らし高齢者支援について 

 (5) 障害福祉について 

   ・障害者の重度化・高齢化や緊急時の対応等への備えについて 

   ・重度障害者の修学や就労支援について 

   ・就労選択支援制度について 

 (6) 自殺対策について 

   ・休養・こころの健康づくりについて 

５．「都市活力があふれる心豊かで快適なまち」について 

 (1) 地域産業の基盤強化について 

   ・オープンカンパニーについて 



   ・ふるさと納税について 

   ・職業体験イベントについて 

   ・中学校の職業体験について 

   ・創業支援について 

 (2) 農業振興について 

   ・１０年後の農業について 

   ・地域農家制度と就農支援塾あぐりばについて 

   ・食料の安定供給について 

 (3) 魅力発信について 

   ・本市の魅力について 

   ・市政情報の発信について 

   ・生涯学習について 

６．「ともに備え命と暮らしを守るまち」について 

 (1) 防災・減災対策について 

   ・地域版避難所運営マニュアルの運用について 

   ・市と自主防災組織の役割について 

７．「対話重視で公平公正な市政運営」について 

 (1) 共創のまちづくりについて 

   ・共創のまちづくりの成果について 

 (2) 対話重視のまちづくりについて 

   ・広く市民の意見を聴く手法について 

 (3) 地域コミュニティについて 

   ・公民館のコミュニティセンター化について 

   ・地域コミュニティ基本指針について 

 (4) 使いやすい行政サービスについて 

   ・窓口の在り方の検討について 

 (5) 公共施設等マネジメントについて 

 (6) 人事行政について 

   ・職員数の適正規模について 

  



質問順番 ２ 会派名 公 明 党 氏 名 大 村 卓 司 

１．施政方針前文について 

 (1) 「共に」という思いに込めた信念について 

 (2) 交流・関係人口の創出とそのための人材育成について 

 (3) おにクルにおける「深化」が示す具体的な内容について 

 (4) 次世代への思いについて 

 (5) 多様で柔軟な人材の確保及び求められるスキルについて 

 (6) 時代を乗り越えるリーダーの資質について 

 (7) １０年後のまちの姿について 

２．「人と自然が共生する持続可能なまち」について 

 (1) 中心市街地のまちづくりについて 

   ・さらなる「場づくり」における具体的な取組について 

   ・市民会館跡地エリア第二期整備の進め方について 

   ・市役所前線の整備内容及び第二期整備との一体性について 

 (2) ＪＲ茨木駅西口周辺の再整備について 

   ・権利者組織との協議内容及び決定事項について 

   ・まちづくり協議会における役割について 

   ・再整備に対する考えについて 

   ・西駅前交差点のバリアフリー化について 

 (3) 「モール」について 

   ・みちクルプロジェクトにおけるこれまでの成果及び課題について 

   ・交通状況の検証等における令和８年度の計画内容及び今後の道筋について 

 (4) 北部地域のプロジェクトについて 

   ・山間部ならではの資源及び魅力について 

   ・観光についての考え方及び取組について 

   ・ダムパークいばきたにおける初年度の取組について 

   ・指定管理者との関わり方について 

   ・周辺地域へ賑わい創出の効果を波及させる仕掛けづくりについて 

   ・ダム左岸側における整備状況及び進捗について 

 (5) 魅力ある景観形成について 



   ・中心市街地における屋外広告物の除却・改修の進捗について 

 (6) 交通政策について 

   ・国道１７１号西河原交差点及び市道総持寺駅前線の整備について 

   ・大規模アリーナ建設による交通への影響について 

   ・バリアフリー基本構想について 

   ・自転車交通ルールの周知方法及び講習等の実施について 

   ・地域公共交通会議の開催実績等及び令和８年度の開催予定等について 

 (7) 公園の魅力向上について 

   ・パークマネジメント基本方針策定に至る現状の課題及び目的について 

 (8) 街路樹の整備について 

   ・将来像における「協働」の具体的な内容について 

   ・適正な維持管理に向けた取組について 

 (9) 上下水道事業について 

   ・中央ポンプ場の建て替え予定地について 

   ・ウオーターＰＰＰ導入可能性調査と今後のスケジュールについて 

 (10) 環境・ごみ処理について 

   ・ＺＥＢ化可能性調査における対象施設数等について 

   ・調査結果を踏まえた今後の進め方及び効果について 

   ・脱炭素プラットフォームにおける連携及び協業事業の創出について 

   ・太陽光パネルの廃棄状況及びリサイクルの道筋について 

   ・商業施設における廃食用油の回収状況について 

   ・廃食用油回収の周知及び協力事業所の連携拡大について 

３．「次代の茨木を担う人を育むまち」について 

 (1) 待機児童・保育・学童保育について 

   ・保育士資格取得に係る受験手数料補助の効果について 

   ・ＩＣＴ導入に係る費用補助の内容及び期待する効果について 

   ・保育士の魅力等を伝えるための取組について 

   ・こども誰でも通園制度の実施園、実施内容及び周知方法について 

   ・一時保育等との関連性、すみ分け及び今後の方向性について 

   ・大池学童保育室の整備内容について 



   ・超過が見込まれる小学校における整備方法について 

   ・受入れ学年の順次拡大について 

   ・早朝における児童の受入れについて 

 (2) 次世代育成支援について 

   ・５歳児健診における意義及び導入に向けた考えについて 

   ・子ども・若者自立支援センターの利用状況等及び改修整備について 

   ・本市全域での支援に向けた今後の拡充について 

 (3) 学校教育について 

   ・非認知能力育成のモデル実施について 

   ・認知能力へ与える影響及び効果測定指標について 

   ・いま未来手帳の課題及び茨木っ子ノートへの変更目的等について 

   ・教育情報ネットワーク全体最適化（第２期）計画における目的について 

   ・不登校児童・生徒等に対する双方向でのオンライン授業等について 

   ・地域クラブのモデル実施における実績及び課題について 

   ・実施種目の拡充内容及び今後の展開について 

   ・地域展開の責任主体及び位置づけについて 

 (4) 学校給食について 

   ・地産地消の取組について 

 (5) スポーツ推進について 

   ・市民プールの利用状況及び課題について 

   ・今後の市民プール施設に求められる役割等について 

   ・特定スポーツに特化した施設の誘致について 

   ・スポーツによる本市の魅力向上について 

４．「ともに支え合い・健やかに暮らせるまち」について 

 (1) 地域医療について 

   ・救急病院の誘致に向けた決意について 

   ・地域医療の充実に向けた具体的な考え方について 

 (2) 高齢者福祉について 

   ・介護保険サービス等の効果測定システム及び測定結果の活用方法について 

   ・コミュニティデイハウスの運営拡充に向けた考え方について 



 (3) 障害者福祉について 

   ・農福連携の取組について 

 (4) 健康づくりについて 

   ・中学生の睡眠に係る課題及び改善方法について 

   ・睡眠が成長及び学力に与える影響について 

   ・生活習慣の改善に向けたプログラム及び大学と取り組む意義について 

   ・高齢者帯状疱疹ワクチンの接種率について 

   ・定期接種における助成対象者の拡充について 

   ・現役世代の帯状疱疹発症に伴う影響について 

５．「都市活力があふれる心豊かで快適なまち」について 

 (1) 地域産業の基盤強化について 

   ・市内産業の活性化等の推進のための新たなグループの役割について 

   ・観光における消費促進に向けた取組及び地域経済の活性化について 

 (2) 農林業振興について 

   ・本市農業における１０年後の姿について 

   ・鳥獣被害の状況及び対策の成果について 

   ・就農支援塾あぐりばの成果について 

   ・遊休農地の解消について 

   ・コンテナファーム及びベンチャー企業との連携について 

   ・地産地消の取組について 

 (3) 魅力発信について 

   ・ＰＲ動画の内容及び作成手法について 

 (4) 生涯学習について 

   ・生涯学習センターきらめきの利用状況及び利用率について 

   ・生涯学習センター条例施行規則第１２条第１項第６号の運用について 

６．「ともに備え命と暮らしを守るまち」について 

 (1) 防災・減災対策について 

   ・各地域における避難所開設・運営訓練の災害想定及び検証について 

   ・訓練の実施状況に応じたマニュアルの見直しについて 

   ・若年世代の参加促進及び幅広い世代との連携に向けた取組について 



   ・避難所へのＱＲコードキーボックス設置に係る変更点等について 

   ・トイレカー導入に向けた検討について 

   ・分譲マンションにおける耐震診断の補助金制度の活用実績について 

   ・補助金拡充に伴う今後の利用見込みについて 

 (2) 防犯対策について 

   ・防犯カメラ設置事業補助における令和８年度の変更有無について 

   ・防犯カメラの設置及び管理について 

 (3) 消防体制について 

   ・企業が組織する自衛消防隊の数について 

   ・消防法における自衛消防組織と自衛消防隊の違いについて 

   ・市と自衛消防隊の関係及び結成の働きかけについて 

   ・マイナ救急の実証事業における活用状況等について 

   ・本格導入に向けた取組について 

７．「対話重視で公平公正な市政運営」について 

 (1) 共創のまちづくりについて 

   ・ガバメントクラウドファンディングのイメージと制度設計の意図について 

 (2) 地域コミュニティの推進について 

   ・コミュニティセンターにおける共創空間の整備について 

 (3) 人権・男女共同参画について 

   ・非核三原則について 

 (4) 使いやすい行政サービスについて 

   ・書かない窓口等の早期実施について 

   ・引っ越し時におけるワンストップサービスの実施について 

 (5) 人事行政について 

   ・任期の定めのない短時間勤務職員制度の導入について 

   ・今回の機構改正の方針及び強化の方向性について 

  



質問順番 ３ 会派名 大阪維新の会 氏 名 川 口 元 気 

１．施政方針前文について 

 (1) 「多種多様な皆さま」について 

 (2) 市長としての決意について 

２．「人と自然が共生する持続可能なまち」について 

 (1) 中心市街地のまちづくりについて 

   ・共創の展開エリアについて 

   ・市民会館跡地エリア第二期整備の進捗及び全体的なスケジュールについて 

   ・市役所前線の整備スケジュール及び消防本部前の交差点について 

   ・消防本部前の交差点について 

   ・阪急茨木市駅周辺の課題と再整備について 

   ・ＪＲ茨木駅前周辺整備基本計画について 

   ・「モール」における「魅力的な空間」について 

   ・中央通りにおける社会実験について 

   ・一方通行化の検討状況について 

   ・モールにおける交通渋滞について 

   ・中心市街地における駐車場及び駐輪場について 

 (2) 北部地域のプロジェクトについて 

   ・今後の発信方法について 

   ・地域特性を生かしたダムパークいばきたでの魅力向上の取組について 

   ・ダムパークいばきたの来場者数における理想と現実の乖離について 

   ・地元との新たな連携について 

   ・彩都東部地区の事業未着手地域について 

 (3) イコクルいばらきについて 

 (4) 交通政策について 

   ・府道大阪高槻京都線及び枚方茨木線における府の対応について 

   ・自転車交通ルールの周知について 

   ・自転車通行帯について 

   ・幅員狭小道路について 

   ・駐輪場の整備について 



   ・コミュニティバスについて 

   ・山間部における移動手段確保について 

 (5) 公園の魅力向上について 

   ・公園の環境整備について 

 (6) 環境・ごみ処理について 

   ・ＺＥＢ化可能性調査結果等について 

   ・ごみ処理施設の今後について 

３．「次代の茨木を担う人を育むまち」について 

 (1) 待機児童・保育・学童保育について 

   ・待機児童解消に向けたスケジュールについて 

   ・待機児童保育室について 

   ・保育士の定着率の向上について 

   ・保育士人材確保について 

   ・こども誰でも通園制度について 

   ・産後ケアについて 

   ・本市の子育て支援策について 

   ・学童施設の整備補助について 

 (2) 次世代育成支援について 

   ・地域と連携した切れ目ない子育て相談体制について 

   ・子ども・若者自立支援センターの相談対応について 

   ・「こども」の定義について 

   ・こどもの意見を聴く仕組みについて 

 (3) 学校教育について 

   ・非認知能力育成モデル校区について 

   ・ＪＡＺＺの取組について 

   ・多層指導モデルＭＩＭの成果と課題について 

   ・合理的配慮指導員派遣事業について 

   ・不登校児童生徒の対応について 

   ・教育情報ネットワークについて 

   ・コンサルティングが必要な理由と契約期間について 



 (4) スポーツ推進について 

   ・野球場や武道館などのスポーツ施設整備について 

   ・竜王山荘を含めた忍頂寺スポーツ公園について 

 (5) 公民館について 

   ・長寿命化について 

   ・バリアフリー化について 

 (6) 青少年の健全育成について 

   ・放課後子ども教室について 

   ・高校生を対象としたキャンプ事業の拡大について 

   ・熊対策について 

４．「ともに支え合い・健やかに暮らせるまち」について 

 (1) 地域医療について 

   ・病院誘致の進捗とプロジェクトチームについて 

   ・小児救急医療について 

 (2) 地域共生社会の実現について 

   ・総合保健福祉計画をまとめた冊子の活用方法について 

 (3) 高齢者福祉について 

   ・高齢者のフレイル予防等のポイント制度について 

 (4) 障害者福祉について 

   ・持続可能なサービス提供基盤の確保の内容について 

   ・障害福祉サービス事業者等への施策の視点について 

   ・事業者に対する支援や指導について 

 (5) 健康づくりについて 

   ・中学生を対象とした「休養・こころの健康づくり」について 

５．「都市活力があふれる心豊かで快適なまち」について 

 (1) 地域産業の基盤強化について 

   ・オープンカンパニー環境整備と周知方法について 

   ・観光推進の機構体制について 

   ・観光協会との連携について 

 (2) 農林業振興について 



   ・里山センターについて 

 (3) 魅力発信について 

   ・観光センターの設置について 

   ・万博を活用した魅力発信について 

   ・ホームページのリニューアルについて 

 (3) 歴史遺産の保存・魅力発信について 

６．「ともに備え命と暮らしを守るまち」について 

 (1) 防災・減災対策について 

   ・多くの避難者が見込まれる避難所について 

   ・市民の行動変容の促進と自助、共助を高める仕組みづくりについて 

 (2) 防犯対策について 

   ・防犯カメラ設置事業補助申請について 

   ・防犯カメラの増設について 

 (3) 消防・救急体制について 

   ・本市のマイナンバーカードの普及率について 

   ・マイナンバーカードと健康保険証の紐づけについて 

   ・マイナ救急の活用とマイナンバーカード普及率の具体的な数値目標について 

 (4) 消費者施策について 

   ・特殊詐欺への対策について 

７．「対話重視で公平公正な市政運営」について 

 (1) 対話重視のまちづくりについて 

   ・タウンミーティングの実施回数について 

   ・工夫してきた内容について 

 (2) 地域コミュニティの促進について 

   ・自治会活動におけるＩＣＴの利活用について 

 (3) 人権・男女共同参画について 

   ・困難な問題を抱える女性について 

 (4) 使いやすい行政サービスについて 

   ・市役所内での行政キオスク端末の導入について 

 (5) 次なる茨木ＤＸについて 



   ・情報システムの標準化について 

  



質問順番 ４ 会派名 いばらき未来の会 氏 名 西 本 睦 子 

１．施政方針前文について 

 (1) 「創発」という言葉について 

 (2) 「問い」の把握について 

 (3) 「コト」と「トキ」について 

 (4) ＡＩを引き合いに出した理由について 

 (5) 「まちへの展開に挑戦する」の具体的な取組について 

２．「人と自然が共生する持続可能なまち」について 

 (1) 北部地域のプロジェクトについて 

   ・ダムパークいばきたの来訪者数について 

   ・各イベントが来場者数に与えた効果等について 

   ・イベントに対する今後の支援について 

   ・北部地域の周遊に向けた仕掛けについて 

   ・水上アクティビティ等の安全管理について 

 (2) イコクルいばらきについて 

   ・防災機能向上のための取組について 

 (3) 交通政策について 

   ・令和８年度のスケジュールについて 

   ・自転車利用に係る啓発活動について 

 (4) 公園の魅力向上について 

   ・みんなで育てる公園プロジェクトについて 

   ・パークマネジメント基本方針の策定について 

 (5) 街路樹の整備について 

   ・整備の優先順位について 

 (6) 上下水道事業について 

   ・浸水リスクの軽減について 

 (7) 環境・ごみ処理について 

   ・ＺＥＢ化可能性調査の結果について 

   ・脱炭素プラットフォームの取組について 

３．「次代の茨木を担う人を育むまち」について 



 (1) 待機児童・保育・学童保育について 

   ・待機児童ゼロに向けたスケジュールについて 

   ・保育環境の拡充の内容について 

   ・こども誰でも通園制度について 

   ・学童保育におけるＩＣＴ業務システム導入について 

 (2) 次世代育成支援について 

   ・地域と連携した切れ目のない相談支援体制について 

   ・地域との連携について 

   ・子ども・若者自立支援センターにおける施設特性をいかした支援について 

   ・こどもの意見を聴く仕組みと工夫について 

 (3) 学校教育について 

   ・保幼小中連携におけるモデル校区の設定について 

   ・いま未来手帳の活用状況及び課題認識について 

   ・合理的配慮指導員派遣事業の現状及び今後の拡充内容について 

   ・日本語指導について 

   ・電子翻訳機の利用について 

   ・部活動の地域クラブモデル実施における課題について 

   ・令和８年度における取組について 

 (4) 学校給食・保健・環境整備について 

   ・小学校給食について 

   ・樹脂食器への更新理由について 

 (5) スポーツ推進について 

   ・市民プールの在り方における検討過程について 

 (6) 図書館について 

   ・児童が読みたい本に出会う機会の創出について 

   ・導入する電子書籍について 

 (7) 公民館について 

   ・今後の在り方や活用について 

   ・利用者の利便性向上について 

 (8) 青少年健全育成について 



   ・放課後子ども教室における課題及び対策について 

   ・高校生を対象としたキャンプ事業の拡大について 

４．「ともに支え合い・健やかに暮らせるまち」について 

 (1) 地域医療について 

   ・病院誘致の見通しについて 

   ・在宅医療及び介護との連携について 

 (2) 地域共生社会の実現について 

   ・地域福祉を支える地域づくりのための支援について 

 (3) 高齢者福祉について 

   ・介護保険サービスにおける効果測定システムについて 

   ・補聴器の購入補助制度について 

   ・ＧＰＳを活用した見守りサービスの補助制度について 

 (4) 障害福祉について 

   ・障害福祉サービス事業者等を対象とした研修や資格取得支援について 

 (5) 健康づくりについて 

   ・巡回がん検診の拡充内容及び受診者数の推移について 

５．「都市活力があふれる心豊かで快適なまち」について 

 (1) 地域産業の基盤強化について 

   ・オープンカンパニー事業の評価及び今後の方向性について 

   ・ダムパークいばきたを中心としたプロモーションについて 

 (2) 農林業振興について 

   ・鳥獣被害対策における支援体制について 

 (3) 魅力発信について 

   ・現在のホームページにおける課題及び解消方法について 

 (4) 歴史遺産の保存・魅力発信について 

   ・キリシタン遺物史料館における展示設備及び機能の充実について 

 (5) 文化振興について 

   ・こどもたちが文化芸術に触れる機会の創出について 

６．「ともに備え命と暮らしを守るまち」について 

 (1) 防災・減災対策について 



   ・地域防災計画の修正について 

   ・防災イベントにおける参加促進のための工夫について 

 (2) 防犯対策について 

   ・防犯カメラ設置補助事業における課題認識について 

 (3) 消防・救急体制について 

   ・次年度における消防職員の採用計画について 

 (4) 消費者施策について 

   ・特殊詐欺対策について 

７．「対話重視で公平公正な市政運営」について 

 (1) 共創のまちづくりについて 

   ・多様な主体とともにつくり上げる参加型企画等について 

 (2) 対話重視のまちづくりについて 

   ・多様な主体の声を市政に生かすための手法について 

 (3) 地域コミュニティの推進について 

   ・ＩＣＴの利活用支援に係る補助金について 

   ・コミュニティセンターにおける実験的な取組及び地域の意向について 

 (4) 使いやすい行政サービスについて 

   ・キャッシュレス決済の対象外となる行政サービスについて 

   ・対象拡充における今後の課題について 

 (5) 公共施設等マネジメントについて 

   ・おにクルの整備に伴う具体的な影響について 

 (6) 人事行政について 

   ・働きやすい職場環境の考え方について 

  



質問順番 ５ 会派名 自由民主党・絆 氏 名 塚     理 

１．「人と自然が共生する持続可能なまち」について 

 (1) 中心市街地のまちづくりについて 

   ・おにクルにおけるさらなる場づくりの取組について 

   ・市民会館跡地エリア周辺整備について 

   ・みちクルプロジェクトの今後について 

 (2) 北部地域のプロジェクトについて 

   ・北部地域の魅力発信について 

   ・彩都東部地区の進捗状況について 

 (3) 景観について 

   ・景観形成の取組効果について 

 (4) イコクルいばらきについて 

 (5) 交通政策について 

   ・拡幅道路の駐停車車両問題について 

   ・交通におけるビッグデータの活用について 

   ・自転車交通ルールの周知について 

   ・駐輪環境の整備について 

   ・大学や病院バスの活用について 

   ・公務員によるバス運転手の兼業について 

 (6) 公園の魅力向上について 

   ・みんなで育てる公園プロジェクトについて 

 (7) 上下水道事業について 

   ・ウオーターＰＰＰの導入について 

２．「次代の茨木を担う人を育むまち」について 

 (1) 待機児童・保育・学童保育について 

   ・ＩＣＴを活用した業務システムについて 

   ・ＩＣＴ導入経費の補助対象について 

   ・こども誰でも通園制度の利用者数について 

 (2) 次世代育成支援について 

   ・こどもの意見を聴く仕組みについて 



 (3) 学校教育について 

   ・非認知能力の育成について 

   ・多層指導モデルＭＩＭについて 

   ・不登校児童・生徒に対する高等学校との連携によるキャリア教育について 

   ・部活動の地域展開について 

 (4) スポーツ推進について 

   ・市民プールの在り方に係る整備方針のスケジュールについて 

   ・竜王山荘の在り方について 

 (5) 図書館について 

   ・電子図書と紙書籍の活用方法の違いについて 

 (6) 青少年健全育成について 

   ・高校生を対象としたキャンプ事業について 

３．「ともに支え合い・健やかに暮らせるまち」について 

 (1) 地域医療について 

   ・誘致病院検討プロジェクトチームについて 

   ・在宅医療と介護等との連携について 

 (2) 高齢者福祉について 

   ・介護保険サービス等の効果測定のシステム導入について 

   ・高齢者のＧＰＳ見守りサービスの補助対象について 

   ・地域密着型特別養護老人ホームについて 

 (3) 健康づくりについて 

   ・睡眠を目的にした理由と研究機関について 

４．「都市活力があふれる心豊かで快適なまち」について 

 (1) 地域産業の基盤強化について 

   ・産業活性化プロジェクト促進事業補助金について 

   ・中学生以上の職業体験イベントの取組状況について 

   ・観光推進における近隣市等との連携について 

 (2) 農林業振興について 

   ・「（仮称）農林業振興ビジョン」について 

 (3) 歴史遺産の保存・魅力発信について 



   ・藤原鎌足の発信について 

 (4) 文化振興について 

   ・市内事業者と連携した文化芸術公演への市内小中学生の招待事業について 

５．「ともに備え命と暮らしを守るまち」について 

 (1) 防災・減災対策について 

   ・避難所のキーボックスについて 

 (2) 消防・救急体制について 

   ・彩都地域への新たな消防署の設置について 

   ・軽症救急搬送患者に対する選定療養費について 

６．「対話重視で公平公正な市政運営」について 

 (1) 地域コミュニティの推進について 

   ・学生と連携した地域活動の支援について 

   ・コミュニティセンターでの取組について 

 (2) 人事行政について 

   ・行政需要の複雑、多様化や人材確保について 

   ・臨時財政対策債に対する認識について 

   ・財政調整基金について 


